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令和５年度男鹿市一般会計補正予算（第３号）の概要について 

 

（単位：千円） 

１ 予算規模 

補  正  額 232,600  

補正後の規模 18,029,500 （当初比 2.4％増） 

前年度６月補正（３号）後予算との対比 1,375,700 （8.3％増） 

 

  補正予算の財源 

特定財源 

 国庫支出金 

 県支出金 

 諸収入 

 その他 

 

 

121,324 

37,724 

4,200 

2,501 

165,749 

一般財源 

 寄附金 

 繰入金（財政調整基金） 

 

 

2,000 

64,851 

66,851 

（参考）財政調整基金現在高  1,905,038 

 

 

２ 補正予算の内容 

  今回の補正予算は、新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金を活用し、エ

ネルギー・食料品価格等の物価高騰の影響を受けている生活者や事業者を支援するため

の経費をはじめ、地方移住に関心を寄せる方へのインターンシップ、感染症予防接種の

促進などに要する経費を計上した。 
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Ⅰ 物価高騰対策（生活者支援） 

⑴ くらし支援給付金給付事業 18,689 

  物価高騰による経済的負担を踏まえ、低所得世帯支援物価高騰対策特別給付金

給付事業（住民税非課税世帯：30千円/世帯）の対象とならない世帯のうち、住民

税均等割のみ課税世帯及び家計急変世帯を対象に給付金を支給する。 

【基 準 日】 

・令和５年６月１日（市の住民基本台帳に登録されている世帯） 

【支給対象】 

 ・令和５年度住民税均等割のみ課税者及び非課税者で構成される世帯 

（約 890世帯） 

・家計急変世帯（約 10世帯） 計 約 900世帯 

【支 給 額】 

 ・住民税均等割のみ課税世帯 一世帯当たり 20千円 

・家計急変世帯       一世帯当たり 30千円 

【支給開始】 

・令和５年９月中旬から 

【財 源】 

 ・国庫支出金（新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金） 

・一般財源 

 

⑵ ○新学校給食完全無償化事業 37,744 

  物価高騰に直面する子育て世帯の経済的負担を軽減し、子育て環境の更なる充

実を図るため、小中学校における学校給食費を完全無償化する。 

【対 象 者】 

 ・市内の小中学校に在籍する児童生徒の保護者 

 ・市外の小中学校に在籍する児童生徒の保護者で、男鹿市内に住所を有する方 

 ※生活保護法の規定による教育扶助を受けている保護者及び準要保護児童生徒就学援助

の支給を受けている保護者は対象外 

【支 援 額】 

小学校 児童数 557人×給食費 285円×喫食数 143日 

※児童数は市内小学校在籍児童数 682 人から就学援助 128 人

を除き、市外在籍 3人を加えたもの 

22,701千円 

中学校 生徒数 314人×給食費 335円×喫食数 143日 

※生徒数は市内中学校在籍生徒数 389人から就学援助 81人を

除き、市外在籍 6人を加えたもの 

15,043千円 

【実施時期】 
・令和５年７月分の給食費から 

【財 源】 

 ・国庫支出金（新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金） 

・一般財源 
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⑶ 学校給食負担軽減事業（財源補正） 8,389 

  給食費の物価高騰相当分を支援する。令和５年４月分の給食費から実施済。 

・小学校：給食一食当たり 35円 

・中学校：給食一食当たり 45円 

 

⑷ ○新保育園等完全米飯給食事業 886 

  衛生的で温かいご飯を提供するとともに、物価高騰に直面する子育て世帯の経

済的負担を軽減し、子育て環境の更なる充実を図るため、昼食用の米飯を持参して

いる保育園等の３歳児から５歳児に対し、完全米飯給食を実施する。 

【対 象 者】 

 ・市内公立保育園  ３～５歳児 205人 

 ・私立いづみ幼稚園 ３～５歳児  51人 計 256人 

【支 援 額】 

保育園 園児数 205人×米飯一食 20円×喫食数 189日 775千円 

幼稚園 園児数 151人×米飯一食 20円×喫食数 108日 
※現物支給 

111千円 

【実施時期】 

・令和５年７月の給食から 

【財 源】 

 ・国庫支出金（新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金） 

・一般財源 

 

 

Ⅱ 物価高騰対策（事業者支援） 

⑴ 障害者支援施設等物価高騰対策事業 5,160 

  物価高騰に伴う障害者支援施設等の負担軽減を図るため、光熱費を助成する。 

【助成対象】 

・障害者支援施設等（入所施設４事業所、通所施設 11事業所） 

【助 成 額】 

 ・入所施設：定員一人当たり 12千円（239人） 

 ・通所施設：定員一人当たり 6千円（382人） 

【支給開始】 

・令和５年８月上旬から 

【財 源】 

・国庫支出金（新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金） 

・県支出金（補助率：1/2、県との協調助成） 

・一般財源 
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⑵ 介護保険施設等物価高騰対策事業 15,864 

 物価高騰に伴う介護保険施設等の負担軽減を図るため、光熱費を助成する。 

【助成対象】 

・介護保険施設等（入所施設 36事業所、通所施設 12事業所） 

【助 成 額】 

 ・入所施設：定員一人当たり 12千円（1,182人） 

 ・通所施設：定員一人当たり 6千円（  280人） 

【支給開始】 

・令和５年８月上旬から 

【財 源】 

・国庫支出金（新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金） 

・県支出金（補助率：1/2、県との協調助成） 

・一般財源 

 

⑶ 私立幼稚園等物価高騰対策事業 329 

  物価高騰に伴う私立教育・保育施設の負担軽減を図るため、光熱費を助成する。 

【助成対象】 

・私立幼稚園（いづみ幼稚園 51人） 

・地域型保育事業所（いづみ幼稚園事業所内保育所 11人） 

【助 成 額】 

・利用児童一人当たり 5,300円 

【支給開始】 

・令和５年８月上旬から 

【財 源】 

・国庫支出金（新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金） 

・県支出金（補助率：1/2、県との協調助成） 

・一般財源 
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⑷ ○新宿泊施設生産性向上支援事業 4,500 

  物価高騰に直面する宿泊事業者が行う生産性向上の取組に対し助成する。 

【補助対象者】宿泊事業者 

【補助内容】 

 ・ホテル顧客管理システム、自動チェックイン機導入などシステム導入 

 ・客室の高質化、バリアフリー化など施設改修 

【補 助 率】 

 ・システム導入 市 1/6 上限 1,000千円（県 2/3 上限 4,000千円） 

 ・高付加価値化 市 1/6 上限 2,500千円（県 2/3 上限 10,000千円） 

 ・県との協調助成 

【財 源】 

 ・国庫支出金（新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金） 

・一般財源 

 

⑸ ○新観光事業者省エネ対策支援事業 4,000 

  物価高騰に直面する観光事業者が行う省エネ化の取組に対し助成する。 

【補助対象者】観光事業者 

【補助内容】 

 ・二重窓、複層ガラス、照明の LED化など、省エネ化に資する改修・設備導入 

【補 助 率】 

・市 1/6（県 2/3 上限 2,000千円） 

・県との協調助成 

【財 源】 

 ・国庫支出金（新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金） 

・一般財源 

 

⑹ ○新中小企業省エネ対策等支援事業 15,044 

  物価高騰に直面する市内事業者が行う省エネ設備への更新、生産性向上等に資

する設備導入に要する経費の一部を助成する。 

（事業規模に応じて県補助事業と棲み分け） 

【補助対象者】市内に事業拠点を有する中小企業者 

【補助内容】 

 ・空調、エアコン、ボイラー、各種工作機械、冷凍・冷蔵設備、厨房機器等 

【補 助 率】 

・市 2/3 限度額 製造業   2,000千円（下限 200千円） 

 製造業以外 1,000千円（下限 100千円） 

【財 源】 

 ・国庫支出金（新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金） 

・一般財源 
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⑺ あきたの魅力ある水田農業確立対策事業 25,000 

  物価高騰による負担軽減を図り、秋田米の生産を維持するため、省エネや作業

効率化に資するスマート農業の導入に対し支援する。 

【補助対象者】稲作農家（認定農業者、農業団体等） 

【補助内容】 

 ・収量コンバイン（３台）、直進アシスト田植機（１台） 

【補 助 率】 

・市 1/2 

【財 源】 

・県支出金  

 

⑻ ○新園芸経営生産性向上支援事業 54,000 

  園芸品目の生産コストの増大により収益力が低下していることから、燃費・生産

性向上が図られる機器や施設の更新整備に係る経費の一部を助成する。 

【補助対象者】園芸農家 

【補助内容】 

 ・パイプハウス、播種機、管理機、スピードスプレーヤー等の施設・機械の更新 

整備 

 ・電照設備の LED化などの省エネ化 

【補 助 率】 

・市 1/2 

【財 源】 

 ・国庫支出金（新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金） 

・一般財源 

 

⑼ ○新畜産経営安定緊急対策事業（①は財源補正） 12,500 

  物価高騰に直面する畜産経営の収益力が低下していることから、経営維持に向

け、素牛導入や子牛出荷経費、粗飼料購入経費に対し助成する。 

【補助対象者】畜産農家 

【補助内容】 

 ①肥育経営の素牛導入経費 市：黒毛和種 20千円/頭、交雑種 10千円/頭 

（県：黒毛和種 30千円/頭） 

 ②繁殖経営の子牛出荷経費 市：20千円/頭（県 30千円/頭） 

③粗飼料購入経費     市：10千円/ｔ（価格高騰分の 1/2相当） 

【財 源】 

 ・国庫支出金（新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金）①②③ 

・県支出金 ①②（県との協調助成） 

・一般財源 ①②③ 
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⑽ 漁業経営継続緊急支援事業 10,000 

  物価高騰の影響により漁業者等の収益力が低下していることから、燃費・生産性

向上が図られる機器や施設整備に係る経費の一部を助成する。 

【補助対象者】漁業者、漁業法人、漁業者団体等 

【補助内容】 

 ・魚群探知機、GPSプロッター、巻上機等 

【補 助 率】 

・市 2/3 

【財 源】 

 ・国庫支出金（新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金） 

・一般財源 

 

 

Ⅲ 総合計画（重点取組政策）に基づく事業 

⑴ ○新地域おこし協力隊インターン事業 10,560 

地方への移住に関心を寄せる方に対し、本市への移住、就業、起業並びに地域お

こし協力隊への応募を検討してもらうため、民間事業者と共同で地域での就業体

験等のプログラムを提供する。 

【活動期間】 

・２週間～３か月 

【活 動 先】 

①通 年：稲とアガベ株式会社、里山のカフェににぎ 

②繁忙期：株式会社おが、株式会社おが地域振興公社、帝水、株式会社ＳＫＯ 

【募集人員】 

・三大都市圏をはじめとする都市地域等に在住している方（延べ 16人） 

【財 源】 

・一般財源（特別交付税措置） 

 

⑵ ○拡感染症予防事業（帯状疱疹予防接種助成金） 2,916 

全国的に増加傾向にある帯状疱疹について、予防接種を促進するため、費用を助

成する。 

【対 象 者】 

・50歳以上（任意接種承認年齢）、想定人数 250人（50歳以上人口の約 1.5％） 

【助 成 額】 

・接種費用の 1/2相当額 不活化ワクチン 10千円/回（要２回接種） 

           生ワクチン    5千円/回 

【財 源】 

・一般財源 
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⑶ ○拡感染症予防事業（おたふくかぜ予防接種助成金） 2,145 

合併症の発症により後遺症の恐れがある、おたふくかぜについて、予防接種を促

進するため、費用を助成する。 

【対 象 者】 

・１歳以上２歳未満        75人 

・５歳以上７歳未満の未就学児 107人、想定人数 150人（想定接種率：約 80％） 

【助 成 額】 

・全額助成（要２回接種） 

【財 源】 

・一般財源 

 

⑷ ○新北陽小学校屋内運動場等改修事業 660 

老朽化により屋根及び外壁から雨漏りが発生している、北陽小学校の屋内運動

場及び食堂について、改修工事に向けたアスベスト調査を行う。 

【全体計画】 

・令和５年８月～９月 アスベスト調査 

・令和５年 10月    実施設計 

・令和６年７月～10月 屋根及び外壁の改修工事 

【財 源】 

・繰入金 

・一般財源 

 


